
　私は新卒で日本長期信用銀行（現SBI新生銀行）に入

行し、経営企画、IR広報、財務、経理、トレジャリー等

を所管するグループ企画財務の担当役員や法人ビジネス

の責任者を経験し、その後、昭和リースで約2年半にわ

たり代表取締役社長を務めたのち、2024年12月から現

職に就任しました。当社の企業風土は、柔軟で、真面目

な社員が多く組織としての力を感じています。取締役会

も各役員それぞれに事業に関連する専門分野や強みがあ

り、バランスの取れた運営がなされています。

　私は銀行とリース、両領域での経験に加え、SBI新生

銀行グループとのリレーションという独自の強みを生か

し、経営に貢献しています。

　まずSBI新生銀行とは、両社の得意な分野や顧客基盤

が補える関係にあります。コーポレートファイナンスや

ストラクチャードファイナンスに注力しているSBI新生

銀行は、不動産や再生可能エネルギー案件でシニアロー

ンの展開を進めています。一方、当社はメザニンローン

やエクイティ等の金融領域で強みがあり、お互いを補完

できます。またSBI新生銀行は銀行法で不動産事業やエ

ネルギー事業で規制がありますが、当社子会社NCSアー

ルイーキャピタルで、当社と共に新領域の事業を拡大す

ることができます。

　また昭和リースは、顧客基盤が中小企業中心で建設機

械事業の分野等に強みがあり、大企業や官公庁のICT領

役員報酬
　企業理念の実現や持続的な企業価値・株主価値の向上

に貢献する制度設計を行っており、業績連動報酬の評価

指標には、財務指標に加えて非財務のESG指標をKPIとし

て設定しています。

● 取締役報酬の構成

	 取締役の報酬は、その役割に応じて以下のとおり構成

しています。

	 ● �業務執行取締役：監督報酬及び執行報酬（基本報酬、

業績報酬、株式報酬）

	 ● �社外取締役・監査役：職責に応じた固定報酬のみ

（業績連動なし）

　執行報酬の構成割合は、基本報酬60％・業績報酬25

％・株式報酬15％とし、全体の固定：変動報酬比率は概

ね60：40としています。

● 業績報酬の概要

　業績報酬は、以下の指標の達成度に応じて毎年賞与と

して支給されます。

● 株式報酬の概要

　譲渡制限付株式を年1回付与し、株主との価値共有と

中長期的な企業価値向上を目的としています。指名・報

酬委員会での審議を経て、取締役会が都度決議します

（株主総会承認済みの「年21,000株以内及び年間31百万

円以内」の範囲内）。

大株主との関係
　当社は、2024年10月の主要株主等の異動に伴い、日本

電気株式会社（NEC）の持分法適用関連会社から、SBI

新生銀行の持分法適用関連会社となりました。

● SBI新生銀行との関係

　SBI新生銀行は当社株式の所有比率43%※を有する「そ

の他の関係会社」に該当します。当社は、SBI新生銀行

と同行のグループ傘下の昭和リース株式会社との間で、

業務提携契約を締結し、事業の緊密な連携や人材の相互

交流を行い、SBIグループの顧客基盤、金融生態系や先

駆的な機能を最大限活用し、当社の既存事業を強化する

とともに、新たな事業機会の創出を目指しています。な

お、当社の役員13名のうち4名がSBI新生銀行の社員です

が、取締役9名のうち3名が独立社外取締役であり、また

任意の指名・報酬委員会の過半数が当該独立社外取締役

にて構成されており、少数株主の利益を保護する観点か

らの役員構成を実現しており、当社の意思決定・企業運

営は独立性が確保されています。

　当社は、SBI新生銀行をメインバンクとして同行から

の事業用資金等の借入等の取引がありますが、当社の独

立性と利益が損なわれることのないよう適切・公正に行

っており、金利動向その他の市場実勢に基づき他の借入

と同様の条件によっております。また、当社は、特定の

金融機関や手段に依存しない多様な資金調達を行ってお

り、SBI新生銀行からの制約等はありません。

● NECとの関係

　NECは当社株式の所有比率12%※を有する「主要株主」

に該当します。2024年10月の主要株主等の異動に伴い、

当社の筆頭株主はSBI新生銀行となりましたが、当社は

NECグループ向けに金融サービスを提供する重要なパー

トナーとして、NECとの間で緊密な連携を維持する目的

で、業務提携契約を締結しています。また当社の商号中

における「NEC」の表示の使用ならびにNECの商標及び

社標である「NEC」標章の使用許諾に関して、「NEC」標

章等使用許諾契約書の締結を行っています。

　当社のリース事業の契約実行高におけるNEC製品・サー

ビスの比率は約6割であり、NECグループとの主な取引関

係として、リース事業等の製品の仕入れ等がありますが、

この当社とNECとの取引は、当社の独立性と利益が損なわ

れることのないよう適切・公正に行っており、市場実勢に

基づく他の一般的な取引と同様の条件によっています。

指標 代表
取締役

業務執行
取締役

財務指標
親会社株主に帰属する
当期純利益 70% 50%

ＲＯＡ 10% 10%

非財務指標
環境・社会課題対応 10% 10%

従業員
エンゲージメントスコア 10% 10%

管掌分野ごとのKPI ー 20%

域を得意とする当社とは得意分野、顧客基盤が異なりま

す。さらに昭和リースは不動産領域で、建物リースしか

対応できませんでしたが、土地部分に対応できる当社と

提携することで、お互いに得意分野を補完したアプロー

チが可能になります。

　今回の業務提携は業務以外にも、経営基盤の強化にも

つながると期待しています。人事交流を進めお互いの業

務理解を深めることで、フロントだけでなく間接部門を

含めて、シナジーを発揮していければと思います。

　今後、メザニンローンやエクイティの取り扱いの拡大

が見込まれる中で、それをどう体系立てて管理していく

かが必要になります。次期中期経営計画や予算編成にお

いても、企業体力・収益力を踏まえたリスクマネジメン

トのフレーム設計が求められます。私は日本長期信用銀

行の国有化や、リーマンショック等の金融危機を経験し

てきましたが、そこで得たリスクへの肌感覚を、ガバナ

ンス運営に生かしていきます。また新たに牧角社外取締

役、對間社外取締役が就任し、リスクの低減や回避、ガ

バナンスの向上に向けた議論が進むと考えています。実

際に、当社が強化を進める金融領域での議論が活発化し

ていると感じております。

　当社は従来のNECの商流を生かしたビジネスに加え、	

SBI新生銀行グループの顧客基盤や商品を含めてシナジー

を発揮できる体制になっています。こうした体制のもとで、

持続的な企業価値向上と収益力の強化に努めてまいります。

リース、金融の両面での経験を生かし経営に貢献

SBI新生銀行、昭和リースとの業務提携について

成長へ向けたガバナンスの変化

※ 当社株式の所有比率及び当社の体制は、2025年6月24日付SBI新生銀行による当社株式に対する公開買付けの結果を踏まえたものです。

※ �評価結果は0～200%の範囲で変動し、指名・報酬委員会での審議を
経て報酬額が決定されます。

これまでの経験を生かし、
新たな金融領域の成長と
ガバナンス強化に貢献

新任代表取締役メッセージ

代表取締役　平野 昇一
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企業価値向上を支えるコーポレートガバナンスの追求




